
道

徳

律

こ

宗

教

律

久

松

眞

一

こ
の
小
論
は
、

私
が

こ
の
夏
妙

心
寺
瀕
高
等
布
敏
講
習
會

に
於

て
な
し
た
講
演
を
暉
宗
誌

の
認
者
が
摘
録
し
て
、
同
じ
題
目

の
下
に
、

九
月
號
に
掲
載
し
た
も

の
と
根
本
思
想
に
於

て
は
攣
り
な
い
が
、
構
想
或
は
行
論

の
順
序
等
に
於

て
必
ず
し
も
同
じ
で
は
な

い
。

同
誌
入

私
は
今
、
道
徳
律

ご
宗
敷
律
ご
に
就
て
考

へ
て
見
π
い
ご
思
ふ
。
叢
に
私
が
律

こ
い
ふ
の
は
、
私
ど
も
が
依
つ
て

以
て
思
惟
し
、
ヌ
は
戚
情
す
る
法
則
も
し
く
は
規
範
を
意
昧
す

る
の
で
は
な
く
し
て
、
特
に
依

つ
て
以
て
意
志
し
、

行
爲
す
る
そ
れ
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
随

つ
て
、
私
が
蕪

に
溢
徳
律
こ
い
ひ
宗
敷
律

こ
い
は
う
こ
す
る
も
の
は
銑

れ
も
日
常
私
ど
も
が
自
由

に
意
志
し
行
爲
す
る
場
合
に
そ
の
標
準

ざ
な
る
規
範
で
あ
つ
て
、

一
は
道
徳

的

な

る
規

範
、
他
は
宗
敷
的
な

る
規
範
で
あ
る
。
併
し
、
行
爲

の
規
範
に
道
徳
的
ご
宗
敷
的
ε
の
別
が
果
し
て
實
有
す
る
で
あ

ら
う
か
。
若
し
實
有
せ
す
ざ
す
れ
ば
、
私
ど
も
が
通
常
差
別
あ
る
も
の
ご
し
て
無
雑
作
に
用
ひ
て
居

る
宗
敷
的
行
爲

ざ
か
道
徳
的
行
爲

ご
か
い
ふ
語
、
或
は
眞
諦
こ
か
俗
諦

ピ
か
い
ふ
語
も
結
局
は
差
別
あ
る
内
容
を
實
有
せ
ぬ
塞
虚
な

る
概
念
に
な
つ
て
し
ま

ふ
で
あ
ら
う
か
果
し
て
ど
う
で
あ
ら
う
か
。
こ
の
問
題
は
宗
敷
そ
の
も
の
に
取

つ
て
も
、
宗

敷
學

に
取

つ
て
も
か
な
り
重
要
な
る
問
題
で
は
あ
る
が
、

こ
れ
に
關
し
て
は
、
宗
致

的
表
象
そ
の
も
の
に
も

一
見
相

瀧
徳
律
と
宗
敏
律

八
三



澄
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反
す

る
結
論
を
生
せ

し
め

る
如
き
契
機

こ
な

る
も

の
が
あ

り
、
随

つ
て
ヌ

こ
れ

に
關

す

る
學
説

も
匿

々
で

あ
つ
て
容

易

に
解

決
し
難

い
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
あ

る
か
ら
、
私

は
叢

に
圭

こ
し
て
灘

に
例
謹

を

ざ
つ
て

そ
れ

に
關
す

る
宗
敢

的
表
象

を
微
細

に
槍

討
し
、

そ
れ

が
如
何
な

る
結

論
に
導
く

か
を
考
察

し

て
見

よ
う

ご
思

ふ
。

趙
州

が
南
泉

に
「
如

何
是
道
」
ご
問

ふ
π
時

に
、
南
泉

が

「
李
常
心

是
邉

」
ご
答

へ
、
自

居
易

が
烏
漿

に
「
如
何
是
佛

法
大
意
」
ざ
問

ふ
π
時

に
、

烏
案

が
「
諸
悪
莫

作
、
衆
善
奉
行

」
ご
答

へ
、
棲

隠

が

「
如
何
是
李

常
道

」
こ
い
ふ
信

の
問

に
樹
し
、
「
和
爾

沓
掌

、
這
士
整

拳
」
ご
答

へ
た

る
如

き
、

或

は

『
法
華
』
に

「治

生
産
業
皆
與

實

相
不
相
違
背

」
こ

い

ひ
、

或
は
「
到
得
蹄
來
無

別
事
、
癒

獅
姻
雨
漸
江

潮
」
こ
い
ふ
如

き
を
見

@
ぱ
、
灘

に
於

て
は

恰

も
道

徳
律

の
外

に
特

に
宗

敷
律

こ
い
ふ
や
う
な
も

の
は
な

い
か

の
や
う

に
思

は
れ

る
で

あ
ら

う
。
併

し
叉
、
『
少
室

六
門
」
に

「
但
是
不
昌見

性
一人
、
妄
講
昌是
佛
}、
此
等
衆

生
是
大
罪
人
、
証
・他

一
切
衆
生
一合
レ入
昌魔

界
・.
若
不
昌殖
性
一、

説
訓得
十

二
部
経
一。
鑑

是
魔

説
。
」
ご
あ
り
、
ヌ
「
若

不
・見

性
一、
念

佛
講
経
布
施
持
戒
精

進
、
廣
興
昌繭

利
一、

径

歳

佛

騨否
。

答

日
、

不
p得
。

叉
問

,
因
駆何
不
'得
。
答

日
。
有
晶少
法
可
ツ得
是
有
爲

法
。

是
因
果
、
是

受
報
。
是
輪

廻
法
。
」
こ

め
り
、
叉
「
佛
無
己持

犯
一。
心
性
本
塞

。
亦

非

垢

浮
一。
諸
法
無
レ修
無
'謹
無
レ因
無
魯果
。
佛

不

舞

戒

一。
佛

不
.修
レ善

、
佛
不
.造
'悪

、
佛

不
精

進
一。
佛
不

癬

怠

一。
佛

是
無
作
人
。
」
ご
あ
り
、
更

に

「
若
擬
レ修
轟無
作
法
一、

先

須
8見
牲
然

後
息

昌縁
慮
碗若
不

見

性
"得
"

戒
轟佛
道

、
無
'有
二是
虜
一、

有
砂人
擾
副無
因
果
一。
熾
然

作
悪

業
一、
妄
言

、
本
塞

作
レ悪
無
"過
。
如
'此

之
人
堕

蕪

間
暗
黒



地
獄

永
無
並出
期
㌔
」

ご
あ

る
如

き
を
見
、
ヌ
『
會

元
」
に
コ
ニ
祓
僑
環

大
師

爲
一一居
士
一時
、

謁

三

租
自

、
弟
子

身
纒

輔

風

悲
一、

和
省
幟
レ罪

。
租

日
、
將
罪

來

與
'汝
幟
。

士
良
久

日
、
覚
レ罪
了
不

可
得

。
頑

日
、

我
爲
レ汝
憐

罪

覚
、
宣
"依
昌

佛

法
僧
一佳
亀。
」
ご
あ
る
を

見
、
又
『
圓
畳

経
」
に
=

切
諸

法
皆
眞
如
相
、
無
勇

女
相
一、

毎
昌自
他

相
一、

無
レ犯
蕪
レ持
、

名
'眞
持
戒
一。」
ご
あ
る
を
見
、
又

六
租

が
「
不
思
善
不

思
悪

正
與
歴

時
、
那

筒
是
明
上
座

本
來
面

目
」

こ
い
ふ
を
見
、

又
大

燈
が
そ

の
法

語

に

「彼

ノ
心
佛

ハ
善

ヲ

毛
修

セ
ズ
、
悪

ヲ

毛
造

ラ
ズ
、
戒

律

ヲ
モ
持

タ
ズ
、
精
進

ヲ

毛
勉
ズ
、

解
怠

ヲ

託
セ
ズ
、
貧

著

ノ
心
無

キ

壬
ノ
ナ

リ
。
」

こ

い
ひ
、
「
白
衣

ハ
妻
子

ア
リ
婬
欲

ヲ
除

カ
ズ
、
何

ニ
ヨ
ッ
タ
成
佛

ス
ル
ヲ
得

ン
ヤ
。
答

テ
日

ク
、

只
見
性

ヲ
云

ヒ
婬
欲

ヲ
云

ハ
ズ
、

只
見
性

セ
ザ

ル
ガ
爲

ナ
リ
、

只
見
性

ス
ル

コ
ト

ヲ

得

バ
婬
欲
室

寂

ト

シ
プ
自

ラ

噺
除

ス
。
」

こ
い
ひ
、
「
善

ヲ

毛
思

ハ
ズ
悪

ヲ

モ
思

ハ
ザ

〃
虜
、
那

箇

力

是

本
來

ノ
面

目

ト
、
行

佳
坐

臥

二
心

ヲ
着

テ
見

ヨ
。
忽
然

ト

シ
プ
彼

ノ
面

目

二
相
逢

フ
日

ア
ラ

ン
。
」
ざ

い
ふ
を
見
、
夢
窓
が

そ
の

夢
中

問
答

に
於

て

「
イ

マ
ダ
心

地

ヲ
サ

ト

ラ
ザ

ル
人

ハ
、

タ
ト

ヒ
種

々
ノ
善

ヲ
ナ

セ
ド

屯
、
皆

有
漏

ノ
善

ト
ナ

ル
ナ

リ
。

…
…
-
・心

地

ヲ
悟

ラ
ザ

ル
人

ハ
、
所
作

ノ
善

根

タ

"
有
爲

ノ
果

報

ノ
因

ナ

ル
ガ
故

二
出
離

ノ
要
道

ト

ハ

ナ

ラ

ズ
。
」
こ
い
ふ
を
見

.
大
癒

が

そ
の
假
名

法
語

に
於

て

「善

悪

に
佳

せ
ざ

る
時
は
十
方

世
界
只
是

れ

一
心
な
り
。

・…
。・
`

無

き
事

に
迷

ふ

て
善

悪

の
果
報
を

受
く

る
故

に
佛

の
諸
法

は
夢

に
似

把
リ
ヌ
幻

の
如
し

ご
説

き

玉

ふ
。

夢
み

る
時
は

善

も
悪
も
有

り
く

ご
思

へ
ど

も
、

畳

め
て
見

陀
れ

ば
何
も
な

し
。
」

こ
い
ふ
を
見
、

更

に
「
藤

戒
鋤
」
に
「
オ

ロ
カ
ナ

ル
族

ハ
、
五
戒
十
善

二
百
五
十
戒
五
百
戒
等

ヲ
受
持

ス
ル
小
乗

ノ
行
人

ア
レ
バ
、
此
名
相
ノ
砂
石

ヲ
以
プ

一
句
ノ
聞

道
徳
律
と
宗
…教
律

入
五
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,

入
六

法

ヨ
ジ

モ
功
徳
多

シ
ト
思

ヘ
リ
。
或

ハ
叉

縫

二
大
乗

ノ
身
儀

行
操

ヲ
見

テ
、
若

シ

一
時

ノ
非

ア

レ
バ
、
彼

ノ
過

ヲ
説

プ
所
學

ノ
法

毛
邪
ナ

ル
ペ

シ
ト
諺
…
ル
コ
ト
ア
リ
。
是

ハ
無

始
塵
劫

ヨ
リ
有
爲

ノ
善
悪

ノ
法

ニ
ナ

レ
タ

ル

ユ
ヘ

ニ
、
有

爲

ノ
悪

ヲ
止

メ
ク
有
爲

ノ
善

ヲ
修

ス
〃
ト

コ
ロ
ヲ
偏

ヘ
ニ
功
徳

ト
思

ヘ
ヲ
。
更

二
有
爲

ノ
止
悪

修
善

ハ
出
世

ノ
財

ニ

ア

ラ
ズ
。
」
な
ど

あ
る
を
見
れ
ば
、
道

徳
律

の
外

に
特

に
宗

敷
律

と
い
ふ
や
う
な
も

の
が
全
く
な

い
こ
も
思
は
れ

ぬ
で

あ
ら
う
。
然

ら
ば
、
遁

徳
律

の
外

に
特

に
宗
敷
律

が
あ

る
こ
す

る
の
が
眞

で

あ
ら
う

か
、
或
は

な

い
こ
す

る
の
が
量
ハ

で
あ
ら
う

か
。

西
洋
哲
學

に
於

て
は
、

カ

ン
ト
を

は
じ

め
そ

の
派

の
人

々
、
例

へ
ば

フ
ィ

ヒ
テ
に
し

て
も
、

新

カ
ン
ト
派

の
ウ

イ

ン
デ

ル
バ
ン
ド
、

ソ

ッ
ヶ

ル
ト
に
し
て
も
、

コ
ー

ヘ
ン
、

ナ
穿

ル
プ

に
し

て
も
皆

。
意

志
又

は
行
爲

の
規
範

は
這

徳

律

の
外

に
は
な
く
、
ヌ

あ

る

べ
き
で
な

い
ご
考

へ
て
居

る
。

こ
れ
は
、
人

間

の
行
爲

は
す

べ
て
善
悪

の
道

徳
的
薗
毘

に
基
く
自
律
的

の
も
の
で
な

け
れ

ば
な
ら

澱
こ
い
ふ
論
擦

に
立

っ
考

で
あ

る
。
そ
れ

で
あ

る
か

ら
、
こ

＼
で
は
遁

徳

律

の
外

に
特

に
宗
教
律

ざ
い
ふ
や
う
な

も
の
は
認

め
ら
れ

な

い
。
随

つ
て
、

こ
の
人

々
に
は
π

ご
ひ
宗

激
的
な
人

で

も
,
道
徳
律

に
よ

つ
て
行
爲

ず

る
も

の
で
あ
り
、
マ
〈
す

べ
き
も

の
で

あ

る
ご
考

へ
ら
れ

て
居

る
。

こ
ご

に

コ
ー

ヘ
ン

な
ど
は
、
道
徳

的
な
人

こ
そ
眞

に
宗
敷

的
な
人

で
あ

つ
て
、
道

徳
的
な
人

の
外

に
特

に
宗

敷
的

な

る
人
を

認

め
ぬ
程

に
宗
敷

を
道
徳
化

し

て
し
ま

つ
て
居

る
か
ら
、
道
徳

的
行

爲

の
外

に
特

に
宗
敷

的
行
爲
を

認

め

漁
の
は
む
し
ろ
當
然



な

こ
ざ
で
あ

る
が
、
宗
敷

の
道

徳
化

が
そ
れ
程
極
端

に
な

ら
す
し

て
、
宗
敷

は
凡

て
の
義
務

を

ば
紳

の
命
倉

こ
し
て

認

識
す

る
こ

ご
で
あ

る

こ
し

て
、
宗
敷

を
道

徳

か
略
差
別
し

把

カ
ン
ト
で
も
、
形
而

上
學

的

實
在
性

を
持

つ
て
居

る

規

範
意
識

が
良

心

ご
共

に
與

へ
ら
れ

て
居

る
こ
ご
を
信

じ
て
儂

麓
生
活
を
す

る

こ
ご
が
宗

敏

で
あ
る

こ
し

て
、
宗

数

的

ア
プ
リ
オ
リ
を
認

め
π
ウ

イ

ン
デ

ル
バ
ン
ド

で
も
、
そ

の
宗
敷

に
道
徳
的
規
範

ご
は
別
な

行
爲

の
規

範
を
認

め

沁

か
ら
、
道

徳
的
行
爲

ご
異

つ
π
宗
敷
的

行
爲

ご
い
ふ
や

う
な

も
の
を
認

め
ぬ
の
で
あ

る
。

カ

ン
ト
涙
の
入

々
に
限

ら

す
、
灘
的
宗

敷

の
解
繹
者

の
問

に
も
、

日
常

の
道

徳
的
生
活
を
螢

ん

で
行
く

こ

ご
の
外

に
藤

的
生
活

は
な

い
ご
往

々

港

へ
ら
れ

て
居

る
や
う

で
あ

る
。
か

、
る
入

々
に
取

つ
て
は
、
前
掲

の
「
卒
常
心
是
道

」
こ
か

「
諸
悪
莫

作
、
衆
善
奉

行
」

ご
か

い
ふ
や
う
な

語
句

は
宜
ち

に
道
徳
的
生
活

の
外

に
宗
敷

的
生
活

の
な

い
こ

ご
を
立

讃
す

る

に
足

る
も

の

こ

な

る
で
も

あ
ら
う
。
併

し
な

が
ら
、
實
際
果

し

て
こ
れ
等

の
語
句

は

さ
う

い
ふ
例
讃

こ
な

る

で
あ
ら
う

か
。
縦
叉

、

そ
れ
等

の
語
句

は
外
観
通

り

に
例
謹

ε
な

る
に
し

て
も
、
同

じ
く
前
掲

の
「
不
思
善

不
思
悪
正

興
磨
時

」
こ
か
「
佛
不
ひ

修
p善
、
佛

不
'造
'悪
」
と
か

「
心

地

ヲ
悟

ラ
ザ

ル
人

ハ
、
所

作

ノ
善
根

タ

"
有
爲

ノ
果
報

ノ
因

ナ

ル
ガ
故

二
出
離

ノ
要

道

ト

ハ
ナ

ラ
ズ
」

ご
か

い
ふ
や
う
な
語
句

は
む
し
ろ
却

つ
て
そ
の
反
謹

ご
は

な
ら

ぬ
で
あ
ら

う

か
。

西
洋

の
哲
學
者

が

一
般

に
多

く
さ
う
で
あ

る
や
う

に
、

カ
ン
ト
派

の
哲
學
者

彪
ち
も
宗
敏

の
學
問

に
關

し
て
は
、

少
く

こ
も
そ

の
本
質

的
素
材
を
、
道
穗

的
宗

敷

ざ
麺
常

観

ら
れ

て
居

る

ク
リ

ス
ト
激

に
探

り
勝

で
あ

る
か
ら
、
宗

敷

道
徳
律
と
宗
教
律

八
七



滋
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入
八

を
道

徳
的

に
観

て
行

く

こ
い
ふ
こ

冠
も
あ
な
が
ち
理
由

が
な

い
で
も
な

い
が
、

ク
リ

ス
ト
敷

は
π

ご
ひ

コ
ー

ヘ
ン
な

ど

の
考

へ
て
居

る
や
う
に
、

人
間

が
日
常

只
管

に
道

徳
的
自
畳

に
基

づ

い
て
行

爲
す

べ
き

こ

ご
を

の
み
数

へ
る
宗
激

で
あ

る
に
し

て
も
、

そ

の
敷

が
軍

に
人

間
的
自
律

的

で
は
な

く
し

て
む
し

ろ
紳

の
他
律
的
な

る
数

で
あ
り
且
棘

の
敷

で
あ

る
が
故

ゼ
蓮

奉

さ
れ

る
限
り
、
滋
徳

に
還

元

さ
れ
陀
b
道

徳
的

に
理
解

さ
れ
π

り
し
得

な

い
契
機
を

そ
の
裡

に

藏

す

る
も
の
ど
い
は
ね
ば
な
ら

ぬ
。

こ
の
契

機

こ
そ

ク
リ

ス
ト
敷

を
し

て
軍

な

る
道
徳

に
終

ら
し

め
す

し

て
、
特

に

宗

敷

驚
ら
し
む

る
所

以

の
も

の
で
あ

る
。

こ
の
契
機

よ
り
概

れ
ば
、
滋

穏
的
自
畳

に
基

づ

い
て
行
爲
す

る
こ
ご
の
外

に
宗
漱

は
な

い

ご
し
道

徳

の
外

に
宗
敷

を
認

め
兎

コ
ー

ヘ
ン
よ
り
は
、
凡

て
の
義
務
を

ぱ
紳

の
命
倉

こ
し

て
認
識
宇

る
こ
ご
が
宗
敷

で
あ

る
ご
定
義

し
、
恰

も
道
徳

の
外

に
宗
敷

を
認

め
柁
如

く
見
え

る
黙

に
於

て
、

カ

ン
}
の
方

が
は

る
か

に
ク
リ

ス

ト
敷

の
本
質
を
把
捉

し

て
居

る
ざ

い
は
ね
ば
な
ら

ぬ
で
も
あ
ら
う
。
併

し
な

が
ら
,
紳

の
命
倉

と
し

て
認
識

さ
れ
た
義

務
を

ぱ
、
純
粋

に
薗

律

的
な

る
溢
徳
的
義
務

ご
岡

一
親

し
特

に
宗

敏

的
な

る
行
爲

を
認

め
ぬ
黙

に
於

て
、

カ

ン
ト
も

な

ほ

コ
ー

ヘ
ン
ご
同

じ
く

ク
リ

ス
ト
激

の
本
質

を
眞

に
把
捉
し

π
も

の
こ
は

い
ひ
難

い
で

あ
ら

う
。

カ
ソ
ト
で
は
、

吾

々
が
自

己

の
道

徳

的

薗
豊

に
基

づ

い
て
自
律

的

に
定

め
セ
義
務

を
ぱ
只
神

の
命
合

こ
し

て
認
識

す

る
こ
ご
が
宗
敷

で
あ

る
か

ら
、
宗

敷

に
於

て
も
吾

々
の
爲

す

べ
き
こ

ご
帥
ち

義
務

は
棘
意

に
よ

つ
て
定

め
ら
れ

る
の
で
は
な

く
し

て
、
瀞
意

を
侯
把
す
し

て
吾

々
の
道
徳

的
自
畳

に
よ
つ
て
定

め
ら
れ

る
こ
ご
、
な

る
の
で
あ

る
が
、
宗

敷
信
者

に
取

つ

て
は
、
吾

々
の
な
す



べ
き

こ
ご
は
神
意

を
侯

つ
て
始

め
て
定

め
ら
れ

る
の
で
あ

る
。
即

ち
、
宗

敷

に
於

て
は
、
吾

々
の
な

す

べ
き

.」
ご
は

紳

意
な

る
が
故

に
な
す

べ
き

の
で
あ

つ
て
、

軍

に
吾

々
の
滋

徳
的
自
豊

に
基

づ
い
て
な
す

べ
き
の
で
は
な

い
。

宗
敷

に
於

て
は
、
紳

意

の
禮
鹸

も
し
く

は
信

卿
な
く

し
て
は
.
吾

々
の
な
す

べ
き

こ
ざ
は
定

め
ら
れ

な

い
の
で
あ

る
。

か

、
る
こ
ご
は
造

徳

の
薗
律
性

に
戻
す

る
が
故

に
、
道

徳
釣
行
爲

以
外

に
宗
敷

的
行
爲

こ

い
ふ
や

う
な
も

の
を
承
認

せ

ぬ

カ
ン
ト
派

の
人

々
か
ら
は
、
未
開

な

る
も

の
、
反
道
徳
的

な

る
も

の
、

不
含

理
な

る
も
の
、
迷

妄
な

る
も

の
ε
し

て
排
棄

せ
ら
れ

る
で
あ
ら
う
。

併

し
な
が
ら
、

カ

ン
ト
涙

の
入

〃
が
宗

敷
信
者
の

宗
敷
意

識

の
直
接
所

與
を
、
道
徳

の
自
律

性

に
反
す

る
が
故

に

排

棄
す

る
な
ら
ば
、

そ
れ

は
宗
敷

を
理
解
し
よ

う
こ
す

る
も

の
、
態
度

こ
し

て
は
酷
し

き
濁
漸

こ

い
は

ね

ば

な

ら

漁
。
宗

敷
を
理
解
し

よ
う

ざ
す

る
も

の
は
、

い
か
に
道

徳

の
自
律

性

に
反
し

て
も
、
宗

敏
意
識

の
貢
接
所

興

に
ど

こ

ま

で
も
奪
重

さ
れ

ね
ば
な
ら

ぬ
。

否
む
し
ろ
、

却

っ
て
道

徳

の
自
律
性

に
反
す

る
や
う
な

ご

こ
ろ

に
特

に
眼

を
着

け

な

け
れ

ば
な
ら

漁
。
凡

そ
あ

る
現
象

の
眞

の
特
異
性
は
他

の
現
象

か
ら
は

理
解

し
得
な

い
貢

接
性

の
こ

こ
ろ

に
あ
る

の
で
あ
る
か

ら
、
宗

敷
意
識

に
於

て
も

、
道

徳

の
自
律
牲

に
反
し
そ
れ

か
ら
は
理
解
し
得

な

い
や
う
な

も
の
が
あ
れ

ば
、

そ
れ
が
爲

に
排
棄

す

べ
き
で

は
な

く
し

て
、
む
し

ろ
却

っ
て
そ
れ

が
爲

に
重

親
す

べ
き
で

あ

る
。
最
近
宗

敷
學

者

に

オ
ッ
ト
ー
、

ウ
オ

ッ
バ
ー

ミ
ン
、

シ

エ
ラ
ー
の
如
く
宗

敷

を
内

か
ら
理
解

し
よ
う

こ
す

る
傾
向

の
も
の
が
現
は

れ

て
來

把
の
は
同

じ
動
機

に
基

づ

く
も
の
で
あ

る
。

道
徳
律
と
宗
敏
律

.

八
九
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〇

か
や
う
な
考

に
よ
れ
ば
、

カ

ン
ト
涙

の
人

々
が
未
開

こ
し
、
迷
妄

ざ
し

て
排

棄

ー
だ
も

の

こ
そ
却

つ
て
宗

敷

仁
本

質

的
な

も

の
で
あ
る
こ

い
は
ね
ば
な

ら

諏
。
も
し
紳

意
な

る
が
故

に
人

は
日
常
道

徳
的
自
畳

に
基

づ

い
て
行
爲
す

べ

き
で

あ
る
こ

い
は
ば
、
そ
れ

は
な

ほ
未
開
な

る
宗
敷

で
あ

つ
て
眞

の
宗
激

で
な

い
ご

コ
ー

ヘ
ン
な
ど

は

い
ぶ
で
あ
ら

う
。

成
程
、
.
道
徳

を
眞

の
宗

敢

ご
考

へ
て
居

る

コ
ー

ヘ
ン
に
取

つ
て
は
、
そ
れ
は

恐
ら
く
未

開
な

る
も

の
で
あ

る
で

あ
ら
う
。
併
し

な
が
ら
、

も
し
か
く

の
如
し

ご
す

れ
ば
宗

敷

が
擾
無

せ
ら
れ

る
の
み

な
ら
す

、
撹

徳

が
眞

の
宗
敷

で

あ

る
こ

い
ふ

こ
ご
そ

の
こ
ざ
さ

へ
無
意
味

な

る
タ
ウ
ト

ロ
ヂ
ー
に
な

つ
て
し
ま

ふ
で
あ
ら
う

。

そ
れ
故
、
私
ど

も
は

道
徳

の
立
場

か
ら
見

て
い
か
に
も
あ
れ

、

ク
リ

ス
ト
敷

信
者

が
紳
意

な

る
が
故

に
道

徳
的
自

畳

に
基

づ

い
て
行
爲

し

て
居

る
な
ら
ば
そ
れ
を
愈
重
し
、

そ

こ
に
宗
敷

の
特

異
性
を
覚

め
ね
ば
な
'ら
ぬ
。
然

ら
ば

ク
ソ

ス
ト
敢
信
者

は
、
滋

徳

的
自

畳

に
基

づ
く
行
爲

を
自
律

的

に
爲
す

の
で
は
な
く
し

て
、
棘

意
な

る
が
故

に
爲
す

の
で

あ

る
。
帥
ち

、
爲
す

べ
き

こ
ご
を
專

ら
な
す

べ
き

が
故

に
な
す

の
で
は
な

く
し

て
、
爲

す

べ
き

こ
ご
を
紳
意

な

る

が
故

に
な

す

の

で

あ

る
。

こ
れ

正
し
く
道

徳
的
行
爲

ご
は
異

つ
花
行
爲

で

あ
ら

う
。

こ
の
行

爲
は
神
意

の
禮

鹸
も

し
く
は
信
仰

に
よ

つ
て

生
超

す

る
行
爲

で
あ

る
。
私
ど
も

は

こ
＼
に
宗
敏

的
行
爲

こ
い
ふ
特
殊

な
行
爲
を
認

め
よ

う

ご
思

ふ
。

こ
の
宗
敷

的

行
爲

は
紳
意

の
盤
鹸

を
根
本
豫
想

ビ
す

る
黙

に
於

て
、

軍

に
道
徳
的
自

畳

に
基

づ
く
行
爲

か

ら
匠
別

さ
る

べ
き
で
あ

る
。

凡

て
の
道
徳

的
行

爲
は
道

徳
的
自

豊

に
よ

つ
て
成

立
す

る
の
で
あ

る
が
、
宗
数

的
行
爲

は
道

徳

的
自
畳

の
み

の

こ
こ
ろ
に
は
成
立

せ
す

し

て
、
紳

意

の
禮
験

に
よ

つ
て
始

め
て
成
立

す

る
の
で
あ

る
。
随

っ

て
、
そ

の
道

穗
的
行
爲



の
規
範

こ
な
る
道
徳
律

ご
、
宗
敷
的
行
爲
の
規
範

ざ
な
る
宗
敷
律

ご
は
そ
の
根
祇
を
異
に
す
る
こ
い
は

ね

ば

な

ら

漁
。私

は
上
來
、

ク
リ

ス
ト
激

の
や
う

に
道

徳
的

ざ

い
は
れ

て
居

る
宗
敷

に
於

て
も
、
宗
激

で

あ
る
限

り
信

者

の
行
爲

は
、
遁

徳
的
自
畳

に
基

づ
く
道

徳
的
行
爲

で
は

な
く
し

て
、
紳

意

の
燈
鹸

に
基

づ
く
宗

敏
的

行
爲

で
あ

る
こ
ざ
を
論

述

し

て
來

陀
が
、

こ
れ
は

ク
リ

ス
ト
敷

に
限

ら
す
、

い
か
な

る
宗
敷

に
於

て
も
餐
當

で
あ

る
。
藤

に
於

て
も
、-
鳥
案

和
爾

が
佛
法

の
大

意
を
問

は
れ

て
諸
悪
莫
作
衆
善
奉

行

ご
答

へ
π
の
を

一
見
す

る
ご
、
佛
敷

は
道

徳
を
行

ふ
こ
ご
の

外

に
な

い
如

く
見
え

る
の
で
あ
る
が
、
鳥

箪
…和
爾

の
眞

意
は
軍

に
道

徳
的
行
爲

を
す

る
こ
ご

で
は
な
く
し

て
、

ク
リ

ス
ト
敷

に
於

て
紳

意

の
禮
鹸

に
基

づ

い
て
行
爲
す

る

ご
同

じ
や
う

に
、

見
性

に
基

づ

い
て
行

爲

を
す
る

こ
ざ
を
意
味

す

る
ビ
見
な

け
れ
ば
な

ら
漁
。
通

常

の
道
徳

的
自
畳

に
よ

る
行
爲

は

い
か

に
完
全

で
あ

っ
て

も
、
若

し
見
性

し
な

か

・
つ
π
な
ら

ば
繹

的

に
は
儂
値

あ
る
行
爲

こ
な

ら
な

い
。
そ
れ

で
あ
る
か
ら
、

夢
窓
國
師

は

「
イ

マ
ダ
心
地

ヲ
ず
ト
ラ

ザ

ル
人

ハ
、

タ
ト
ヒ
種

を
ノ
善

ヲ
ナ
セ

ー3

毛
、

皆
有
漏

ノ
善

ト
ナ
リ
、

出
離

ノ
要

道

ト

ハ
ナ

ラ
ズ
」

こ
い

ひ
、
『
灘
戒
鋤
」
に
は

「
有
爲

ノ
止
悪
修
善

ハ
出
世

ノ
財

ニ
ァ
ラ
ズ
」

こ
い
ふ
の
で

あ
る
。
弦

に
有
漏
の

善

こ
か
有
爲

の
止
悪
修
善

ざ
か

い
は
れ

る
も

の
は
道
徳

的
自
畳

に
基

く
善
行

に
外

な
ら

ぬ
の
で
あ
る
。

か

＼
る
善

行
は

い
か
に
積

み
重

ぬ

る
こ
も
出

世
の
財
、
即
ち
暉

に
於
け

る
宗

敷
的
善

を
構
成
す

る
に
足

ら
な

い
の
で
あ

る
。
灘

に
於

け

る
宗
敷

道
徳
律
と
宗
教
律

九
、一

・
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的
善
は
見
性

ご
い
ふ
宗
敷
的
騰
瞼
に
よ
つ
て
の
み
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
。
灘

に
於
て
は
、
見
性
し
な

か
つ
π
な
ら

ば
善
悪
共
に
非
で
あ
る
。
藤

に
於
け
る
眞
の
善
行
爲

ざ
は
見
性

の
外

に
な

い
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
援
隊
職
師
は
そ
の

『
和
泥
含
水
集
」
に
於

て
「
眞
實

ノ
持
戒

ト
イ
ッ
パ
見
性
悟
道

ナ
リ
。

見
性

ス
レ
バ

一
切

ノ
戒
律

一
時

二
圓
持

ス
。

眞
實

ノ
戒
壇
ヲ
踏

マ
ン
ト
欲

セ
バ
自
己
本
勢
ノ
田
地
ヲ
踏

ム
ベ
シ
。
」
ビ
い
つ
て
居

る
。
南
泉
和
爾
の

所
謂
「
李
常
心
是
這
」
も
、
灘

の
遣
は
李
常

の
道
徳
的
意
識
で
あ
る
こ
い
ふ
の
で
は
な
く
し
て
、
善
悪

に
任
せ
濾
猫
脱

無
碍
な

る
見
牲
の
境
涯
を
い
ふ
の
で
あ
る
。
灘
で
は
見
性

に
よ

つ
て
、
道
徳
的
な
善

に
も
あ
ら
す
叉
悪
に
も
あ
ら
ざ

る
特
殊
な

る
儂
値
を
禮
駿
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
便
縫
は
道
徳
律

ご
は
別
な
藤
的
宗
激
律
を
成
立
せ
し
め
る
も
の
で

あ
る
。
こ
の
償
髄

に
か
な
ふ
行
爲

が
灘

に
取

つ
て
は
贋
値
あ
る
宗
敏
躍
行
爲
な
の
で
あ
る
。
而
し
て
顧

的
な

る
入
に

取
つ
て
は
、

こ
の
行
爲
は

い
か
な
る
道
徳
曲

の
善
行
爲
よ
り
も
偵
値
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
道
徳
的
の
立
揚
か
ら

見
て
償
値
あ
り
ざ
せ
ら
れ
る
の
で
は
な
く
し
て
、
見
性

に
よ
つ
て
便
麓
あ
り
ざ
直
接
に
髄
験
せ
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

即
ち
、
道
徳
的
償
値

の
理
想
化
に
よ
つ
て
成
立
す
る
も
の
で
は
な
く
し
て
、
見
性
こ
い
ふ
特
殊
な

る
宗
敷
的
騰
験
に

よ
つ
て
直
接

に
成
立
す

る
も
の
で
あ
る
。
随

つ
て
、
そ
れ
は
他
の
儂
値
に
還
元
せ
ら
れ
な

い
特
殊
な
る

贋

値

で

あ

る
。
そ
こ
に
そ
の
濁
立
性
が
確
保

せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
往

〃
、
悟
了
瞬
禾
悟
こ
か
、
副
得
瞬
來
無
別
事
庵
山
姻
雨

湘
江
潮
こ
い
ふ
や
う
な
語
句
が
、
藤

の
境
涯
は
日
常
底
で
あ
る
こ
い
ふ
こ
ご
を
表
は
す
も
の
芝
し
て
濡
ひ
ら
れ

て
居

ぶ

る
が
、

こ
れ

も
灘

境
涯

は

日
常

の
遁

徳
的
境
涯

そ
の
ま
、
で
よ

い
ε

い
ふ
意
味

に
取

ら
れ

て
は
な

ら
な

い
。

只
・

日



常

の
遣
徳
的
境
涯
な
ら
ば

「
悟
了
し
て
み
れ
ば
」

こ
か

「
到
り
得
て
蹄
り
來

つ
て
み
れ
ば
」

ご
か
い
ふ
こ
ビ
は
な
い

で
あ
ら
う
。
同
未
悟

ご
炉
ふ
の
も
、
無
別
事

こ
い
ふ
の
も
悟
了
し
劃
り
得

て
後
の
事
、
帥
ち
灘

の
宗
敷
的
髄
瞼
を
経

-て
後
の
こ
ご
で
あ
る
。
,同
未
悟
、
無

別
事

の
境
涯
は
、
-日
常
-の
生
活

に
於
-て
は
到
達
ゐ
髄
得
し

得
な
い
、
只
見
性
.

に
よ
つ
て
の
み
到
り
得
る
宗
敏
的
境
涯
で
あ
る
。
そ
れ
で
あ
る
か
ら
言
を
換

へ
て
い
へ
ば
そ
の
場
合
に
は
、
見
性
は

同
未
悟
、
無
別
事
の

騰
瞼
で
あ
る
こ
も

い
ひ

得

る
で
あ
ら
う
。
か
や
う
に
考

へ
て
來
る
ご
、
藤
に
於

て
も

遣
徳
的

行
爲
ご
別
な
宗
敷
的
行
爲
が
撮

存
し
、
叉
そ
の
行
爲
を
律
す
る
宗
敷
律
が
實
有
す
る
こ
ご
が
朋
か
ご
な

る

で

あ

ら

》フ

o

道
徳
律
と
宗
敷
律

九
三


